
DMM株 PRO＋ 操作マニュアル
株式会社 DMM.com証券

Copyright(C) DMM.com Securities Co.,Ltd. All Rights Reserved

PP112507



1

目次

1.初期設定・ログイン
『1-1. DMM株 PRO＋』ログイン

1-1.『DMM株 PRO＋』ログイン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・02

2-1.ログアウト

2-1.ログアウト ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・04

2.ログアウト

3-1.メニューバー

3-2.メインメニューエリア

3-3.ショートカットメニュー

3-4.ショートカット作成

3-5.各種アイコン

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・05

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・06

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・07

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・08

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・09

4.画面設定

4-1. My画面

4-2.レイアウト

4-3.ウィンドウ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13

5.共通操作

5-1.文字サイズ変更

5-2.ドラッグ＆ドロップ

5-3.複数行ドラッグ＆ドロップ

5-4.ソート

5-5.複数行選択/コピー/切り取り/貼り付け/削除

5-6.列操作

5-7.メモ列

5-8.区切り線の挿入・消去

5-9.銘柄連動

5-10.ロックボタン

5-11.銘柄情報ボタン

5-12.銘柄直接入力/連続入力

5-13.銘柄検索

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17

・・・・・・・・・18

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・20

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・22

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・23

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・24

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・25

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・27

3.画面構成



2

1-1. 『DMM株 PRO＋』ログイン

『DMM株 PRO＋』をインストールし、起動します。

当社ホームページの画面右側の[ログイン]をクリックすると
【DMM株】のログイン画面が表示されます。

『Windows版 ダウンロード』または『Mac版 ダウンロード』
をクリックすると、 『DMM株 PRO+』のインストールファイル
がダウンロードされます。
※保存先はPCの設定により異なります。

▼ホームページURL

https：//kabu.dmm.com/

▼マイページログイン画面URL

https://trade.fx.dmm.com/comportal/Login.do?type=3

2

1.初期設定・ログイン

｢ログインID/メインメールアドレス｣および ｢パスワード｣を入力後､[ログイン]をクリックすると、

｢マイページ｣が表示されます。

※複数回ログインに失敗するとロックがかかります。一定時間経過後ロックが解除されますので、

 しばらくお待ちいただいてからログインをお試しください。
※パスワードは、マイページ上の｢総合照会｣より変更できます。

3

ホームページ

ログイン画面

マイページ

[ソフトウェアキーボードをご利用いただくと便利です]を
クリックすると、画面上でログインID･パスワードを入力
できます。

1
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インストールが完了すると、『DMM株 PRO+』のログイン画面が立ち上がります。
ログインID/パスワードを入力し、『DMM株 PRO+』にログインします。

セットアップ
4

5
ログイン

1.初期設定・ログイン

インストールファイル(インストーラー)をクリックするとプログラムが起動しインストールが開始されます。
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2-1. ログアウト

ログイン状態を無効にできます。

ログアウト
1

画面右上の[ ](ログアウト)をクリックするとログアウトが実行されます。

2.ログアウト

2
ログイン画面

ログアウトが実行されると、ログイン画面に戻ります。
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①メインメニューエリア：

発注や投資情報、My画面などの各種ウィンドウを表示します。

②ショートカットメニューエリア：

カスタマイズ可能なショートカットメニューを表示します。

③市場選択：

日本・米国それぞれの国旗をクリックすることで、表示する市場を切り替えることができます。

・・・日本株は表示、米国株式は非表示の状態です。

・・・日本株は非表示、米国株式は表示される状態です。

④各種アイコン：

設定/ログアウト等のボタンを配置しています。

⑤通知機能：

株価お知らせの結果を通知します。設定した値に到達した場合点滅、後点灯します。

⑥ニュースティッカー：

リアルタイムの「ニュース速報」を表示します。
⑦マーケットティッカー：
リアルタイムの「マーケット情報」を表示します。

⑧ミニ指標：

常時表示しておくことができるミニ指標です。

｢Ⅴ｣のプルダウンメニューをクリックすることで表示指標の変更が可能です。

⑨資産情報：

現在の資産状況を表示します。

｢Ⅴ｣のプルダウンメニューをクリックすることで表示項目の変更が可能です。

※ヘッダーの上列は日本株、下列は米国株に関する資産状況が表示されます。

3.画面構成

3-1. メニューバー

1 2 3 4

5 6 7 8 9
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3-2.メインメニューエリア

2 3 4 5 6 7 8

①全メニュー：

 全メニュー表示ウィンドウを表示します。

②注文：
 各種注文画面、照会を表示します。

③資産状況：
 お客様の預り資産等を表示します。

④マーケット：

 マーケットに関する各種ウィンドウを表示します。

⑤お気に入り：

 お気に入りに登録している銘柄を表示します。

⑥個別銘柄：

 個別銘柄の情報やチャート等の各種ウィンドウを表示します。

⑦ウィンドウ：

 現在『DMM株 PRO＋』上で表示しているウィンドウがリストで表示されます。

⑧MY画面：

 サンプルレイアウトの呼び出し、レイアウト保存を行うことができます。

⑨レイアウト切り替えボタン：

 ①~⑤のレイアウトを保存し切替を行うことができます。

9

3.画面構成

1
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3-3. ショートカットメニュー

①テーマ切替：
画面背景のテーマカラーを切り替えることができます。

②チャートボタン：
新規チャートを表示します。

③株価お知らせ：
株価お知らせを表示します。

④お知らせ：

お客様へのお知らせ一覧を表示します。

⑤文字サイズ：

取引ツールの文字サイズを変更することができます。

⑥取引暗証番号省略ボタン：
「アプリケーションを終了するまで取引暗証番号を省略する」を選択すると、アプリケーションを終了するまで
の間、取引暗証番号入力を省略できます。アプリケーションを終了すると取引暗証番号省略はリセットさ
れます。

 「常に保存する」を選択すると、常に取引暗証番号入力を省略できます。

⑦ショートカット：
ショートカットメニューをカスタマイズできます。

1 2 3 4 5 6 7

3.画面構成
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3-4. ショートカット作成

①:ショートカットを作成する画面を選択できます。

②:①の選択状態を初期状態に戻します。

③:①で選択した項目を、ショートカットメニューに反映します。

④:ダイアログを閉じることができます。

1

2

3.画面構成

3 4
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3-5. 各種アイコン

①日本株：
 日本株を表示します。

②米国株：
 米国株を表示します。

③設定：
設定メニューより各ウィンドウの様々な設定ができます。 

④マニュアル：
操作マニュアルを参照できます。

⑤ログイン履歴：
ログイン履歴の一覧を表示できます。 

⑥ログアウト：
ログアウトを実行します。 

⑦閉じる：
メニューバーを閉じることができます。

閉じたあと、画面中央上部の「 」をクリックすると、メニューバーを開くことができます。

1 2 3 4 5 6

3.画面構成

7
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4.画面設定

サンプルレイアウトを選択することで、あらかじめ用意されているサンプルレイアウトを配置することが可能です。

4-1. My画面

あらかじめ用意されたサンプルレイアウトを配置できます。

また、自身でカスタマイズしたレイアウトをインポート・エクスポートできます。

サンプルレイアウト

メニューバー[My画面]をクリックすると、「My画面」の項目一覧が表示されます。

1
メニューバー

2
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jsonファイルを取り込むことで、保持しているパネルレイアウトを画面上に反映させることができます。

現在表示しているパネルレイアウトをjsonファイルで保存することができます。

4.画面設定

インポート

エクスポート
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4-2. レイアウト

カスタマイズしたレイアウトを5画面まで設定できます。

登録ボタン①~⑤にそれぞれ好きなレイアウトを設置できます。
ボタンをクリックするだけでページの切替ができます。

4.画面設定

レイアウト名変更

レイアウト名をクリックすると、レイアウト名変更画面が表示されます。
お好みのレイアウト名を入力し、[OK]ボタンをクリックすると、レイアウト名が変更されます。

レイアウト切替
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4-3. ウィンドウ

ウィンドウリストを表示でき、配置したパネルをリセットできます。

現在の表示しているウィンドウのリスト項目をクイックするとその画面が表示されます。

現在の表示しているパネルをすべて閉じます。

設定しているレイアウトをすべて初期化します。

4.画面設定

リスト表示

パネルを閉じる

初期化
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5.共通操作

5-1.文字サイズ変更

メニューバー

2
表示サイズ

メニューバー[ ]アイコン、もしくはメニューバー[全メニュー]をクリックし、項目一覧より[文字サイズ]を
クリックすると、文字サイズ選択の画面・プルダウンが表示されます。

参考：中サイズ 参考：特大サイズ

文字の大きさを選択すると、表示されている対象ウィンドウの文字サイズを変更することができます。

文字サイズを変更することができます。

1
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ドラッグ＆ドロップ対象ウィンドウにおいて、銘柄の並び替えができます。

移動したい銘柄の行を選択し、ドラッグした状態
で、下へカーソルを移動させます。

カーソルを希望の場所へ移動したら、ドロップします。
これで銘柄の場所移動が完了です。

5-2. ドラッグ＆ドロップ

ドラッグ

左クリックをしたままマウスを移動させること。
対象の場所においてドラッグすることにより、
ドラッグ＆ドロップの操作が開始します。
ドラッグ中はカーソルがドラッグ中を表すポインタに
切り替わりドロップで通常のカーソルに戻ります。

ドロップ

ドラッグした状態で左クリックを離すこと。

※各項目の列をソートにしている場合、銘柄の並べ替えはできません。

 (詳細は「5-4.ソート」参照。)

ドラッグ ドロップ

5.共通操作
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ドラッグ＆ドロップ対象ウィンドウにおいて、複数行の銘柄の並び替えができます。

移動したい一つの銘柄の行を選択します。

5-3.複数行ドラッグ＆ドロップ

続けて、Shiftキーを押下した状態で、他の銘柄の行を
左クリックすると、最初に選択した銘柄から、

最後に選択した銘柄までの範囲が選択されます。

複数行が選択された部分をドラッグし、

カーソルを希望の位置まで移動させます。

希望の位置にカーソルを合わせてドロップすると、複数行
がまとめて移動されます。

※各項目の列をソートにしている場合、銘柄の並べ替えはできません。

 (詳細は「5-4.ソート」参照。)

クリック

クリック

項目選択

複数行選択

ドラッグ＆ドロップ

5.共通操作
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項目別に、列をソート(昇順、降順)できます。

ソートを行いたい見出し項目右の▽にカーソルを合わせ
ます。

▽をクリックをすると、昇順に並び替えが行われます。

昇順表示になると▽が▼に変わります。

再度▼をクリックすると、降順に並び替えが行われます。

降順表示になると▼が▲に変わります。

再度▲をクリックすると、ソートを行わない状態に戻ります。

5-4. ソート

カーソル操作

ソート昇順

ソート降順

5.共通操作
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対象ウィンドウにおいて、複数の行を選択できます。

Shift＋左クリック

一つの銘柄の行を選択した後に、Shiftキーを押下した

状態で他の銘柄の行を選択することで、選択した行と行
に挟まれている銘柄をすべて選択できます。

Ctrl＋A

CtrlキーとAボタンを一緒に押下すると、登録されている
銘柄をすべて選択できます。

Ctrl＋左クリック

Ctrlキーを押下した状態で任意の銘柄の行を選択する
ことで、複数の銘柄を選択できます。

5-5. 複数行選択/コピー/切り取り/貼り付け/削除

複数行選択

5.共通操作
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＜銘柄切り取り＞

複数行を選択した後、右クリックにて以下操作を行うことができます。

＜銘柄コピー＞

＜銘柄削除＞

＜銘柄貼り付け＞

コピー/切り取り/貼り付け/削除

5.共通操作
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見出し項目をドラッグし、移動先へドロップすることで列を移動できます。

設定を変えたい見出し項目上で右クリックをし、
｢非表示｣を選択すると、該当の項目が表示され
なくなります。

再度表示する時は、見出し項目上で右クリックをし、
表示させたい項目名を選択します。

5-6. 列操作 

対象ウィンドウにおいて、列の並び替えや表示・非表示の切り替えができます。

※各項目の列をソートにしている場合、銘柄の並べ替えはできません。

 (詳細は「5-4.ソート」参照。)

列移動

列表示/非表示

5.共通操作
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5-7. メモ列

各銘柄の「メモ」の項目をクリックすると、直接、文字を入力できます。

※初期設定では「メモ」項目は、左から約30番目の項目として表示されます。

 画面上に表示されない場合は、銘柄登録リストを右にスクロールしてください。

お気に入りにおいて、銘柄ごとにメモを残す(メモ列に入力をする)ことができます。

メモ入力

5.共通操作
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区切り線を入れたい行を選択します。

続けて右クリックをし、[区切り線]＞[選択行に表示]を
選択します。

[5行毎に表示]・[10行毎に表示]を選択することで、

5行毎や10行毎に区切り線を挿入することも可能です。

指定した行に区切り線が挿入されます。

注目した銘柄の行にアンダーラインを入れたり、一定間隔
に区切り線を入れたりすることで、リストを見やすくすること
ができます。

5-8. 区切り線の挿入・消去 

バスケット発注やお気に入り、照会画面等で使用されているリストに区切り線を挿入できます。

1

2
表示後画面

区切り線

3
消去

区切り線を挿入した行で右クリックをし、 [消去]を選択
すると、区切り線を消去します。

[すべて消去]を選択すると、表示している画面のすべて
の区切り線を消去します。

5.共通操作
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複数のウィンドウを並べて表示し、それぞれのウィンドウ右上の「銘柄連動」ボタンをクリックします。
銘柄連動がアクティブ状態になると緑色で表示され、アクティブ状態となった複数のウィンドウは銘柄情報がリ
ンクされます。

それぞれのウィンドウの銘柄連動がアクティブになっ
ている (連携された)状態で、銘柄を選択すると、
他のウィンドウにも同じ銘柄の情報が表示されます。

※テクニカル指標、チャート種別、足の種類は、銘柄を切り替えても連動されません。

5-9. 銘柄連動  

銘柄連動をアクティブ状態にすることで、他のウィンドウと銘柄情報をリンクできます。
リンク可能なウィンドウの右上には、「銘柄連動」ボタンが設置されています。

2
銘柄連動

銘柄連動
1

アクティブ(連携された)状態

→

5.共通操作
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板発注画面上の鍵のアイコンをクリックすると、項目選択画面が表示されます。

表示された項目の中で、設定をロックしておきたい項目に
チェックをつけます。
チェックをつけることで、発注後も注文内容が保持されま
す。

【例】
信用新規注文をよく使うので、板注文画面では｢信用｣
の注文がすぐ出せるように固定したい。

※各トレード板に設定が必要です。。

5-10. ロックボタン

板発注画面で対象項目にチェックをつけることで、発注後も初期表示にリセットされず注文内容を保持することが
できます。

1
トレード板

項目選択
2

5.共通操作
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各ウィンドウ右上にある「銘柄情報」をクリックすると、

選択した銘柄情報が画面右側に表示されます。

銘柄情報画面が表示された状態で、再度「銘柄情報」をクリックすると、非表示になります。

5-11. 銘柄情報ボタン

発注パネル、板発注、バスケット発注画面等、多くのウィンドウの右上に配置されています。
「銘柄情報」ボタンをクリックすることで、銘柄情報画面の表示・非表示が行えます。

1
画面表示

表示後画面
2

5.共通操作
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「コード」を左クリックすると、文字入力できるように入力欄が変化します。

銘柄コードを直接入力しEnterキーをクリックすると、銘柄情報が表示されます。
続けて次の行のコードを入力できます。

5-12. 銘柄直接入力/連続入力

お気に入り、チャート、個別銘柄等の銘柄入力項目に、銘柄コードを直接入力して Enterキーを押下すると、入
力した銘柄コードの対象銘柄情報が表示されます。

1
入力画面選択

連続入力
2

5.共通操作
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銘柄名または銘柄コードを入力すると、銘柄が表示され
ます。

「指定なし」をクリックすると、市場を指定することができま
す。

[ ]のマークをクリックすると、銘柄検索画面が表示されます。

5-13. 銘柄検索

お気に入り、チャート、個別銘柄T&S等の[ ]のマークをクリックし、銘柄名または銘柄コードを入力すると、銘
柄が表示されます。また、指数を選択することもできます。

1
入力画面選択

2
銘柄検索・株式

3
銘柄検索・指数

表示内容を指数に変えて、[選択]をクリックすると、
選択した指数が表示されます。

5.共通操作
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